
 

                                             

 

 

１ みつこさんは，遠くに住んでいる親せきへ佐賀県の特産品を送ります。送る重さは，箱を含めて５ｋｇま

でです(箱の重さは０.２ｋｇです）。 

   みつこさんは，そうめん（２.５ｋｇ）は必ず送ることにしました。そのほかに送ろうと準備している特産品は

のり（０.５ｋｇ），タマネギ(３.５ｋｇ)，お茶（０.６ｋｇ），おかし（１.２ｋｇ），米（１.５ｋｇ）です。 

(それぞれの特産品は，袋や小箱に入っていて，分けられないものとします) 

 

  (1)  みつこさんは，箱にそうめんとのりとお米をつめました。さらに，お茶をつめることができるか考えていま 

す。そして，みつこさんは，下のように考えました。みつこさんの考えの①②③の文に合う式と答えを， 

④の           に合うことばを書き入れましょう。          

                        

 

                               

                                    

 

 

 

 

 

 

  (2)  みつこさんは，箱とそうめんの重さを入れてちょうど５ｋｇになるように特産品を送りたいと考えて 

います。どの特産品をつめるとよいでしょう。式や言葉などを使って説明しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  かずおさんは，なべに１.３ℓちょうどの水を入れるために，３種類
しゅるい

（ コップ小 ０.２ℓ，コップ中 ０.３ℓ，コ

ップ大  ０.５ℓ ）のコップを用意しました。そして，この３種類のコップをどのように使ったらよいか

考えました。 

                            

 

 

 

 

 

  

  「３回使うだけでできる」というかずおさんの考えを，言葉や式，図などを使って説明しましょう。 

   説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式 

 

 

 

式 

 

 

式 

数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 ＜小学校４年 「小数」＞ 

○ 分からないときは，答えの【ポイント】を読んだり基本
きほん

問題①をしたりしましょう。 

  ０.２ℓのコップだと何回も水を入れないとい

けないし，１.３ℓちょうど水を入れること

ができないなあ。すぐに終わるいい考えが

ないかなあ・・・。そうだ，コップを３回使う

だけで，できそうだぞ。 

年   組   号    名前       

かずおさんの考え 
 

コップ小 
０.２ℓ 

コップ中 
０.３ℓ 

コップ大 
０.５ℓ 

みつこさんの考え 

① ５ｋｇからそうめんと箱の重さをひきます。 

②  つぎにのりとお米の重さをたします。 

③ 最後に①の答えから②の答えをひくと，つめ  

 ることのできる残りの重さがわかります。 

④  だから，お茶をつめることが， 

          

   

(ことば) 

説明  

 

 

① 

② 

③ 



 

                                             

 

 

１ みつこさんは，遠くに住んでいる親せきへ佐賀県の特産品を送ります。送る重さは，箱を含めて５ｋｇま

でです(箱の重さは０.２ｋｇです）。 

   みつこさんは，そうめん（２.５ｋｇ）は必ず送ることにしました。そのほかに送ろうと準備している特産品は

のり（０.５ｋｇ），タマネギ(３.５ｋｇ)，お茶（０.６ｋｇ），おかし（１.２ｋｇ），米（１.５ｋｇ）です。 

(それぞれの特産品は，袋や小箱に入っていて，分けられないものとします) 

 

  (1)  みつこさんは，箱にそうめんとのりとお米をつめました。さらに，お茶をつめることができるか考えていま 

す。そして，みつこさんは，下のように考えました。みつこさんの考えの①②③の文に合う式と答えを， 

④の           に合うことばを書き入れましょう。          

                        

 

                               

                                    

 

 

 

 

 

 

  (2) みつこさんは，箱とそうめんの重さを入れてちょうど５ｋｇになるように特産品を送りたいと考えてい 

ます。どの特産品をつめるとよいでしょう。式や言葉などを使って説明しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  かずおさんは，なべに１.３ℓちょうどの水を入れるために，３種類
しゅるい

（ コップ小 ０.２ℓ，コップ中 ０.３ℓ，コ

ップ大  ０.５ℓ ）のコップを用意しました。そして，この３種類のコップをどのように使ったらよいか

考えました。 

                            

 

 

 

 

 

  

  「３回使うだけでできる」というかずおさんの考えを，言葉や式，図などを使って説明しましょう。 

  説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式 

 式 

 

 

式 

数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 ＜小学校４年 「小数」＞ 

答 え 

みつこさんの考え 

① ５ｋｇからそうめんと箱の重さをひきます。 

②  つぎにのりとお米の重さをたします。 

③ 最後に①の答えから②の答えをひくと，つめ  

 ることのできる残りの重さがわかります。 

④  だから，お茶をつめることが， 

          

   

(ことば)  できません。 

 説明 

 

 

① 

② 

③ 

【ポイント】   

５ｋｇから箱の重さ０.２ｋｇとそうめんの重さ２.５ｋｇをひくと，残りの重さは２.３ｋｇになり

ます。ちょうど２.３ｋｇになる特産品の組み合わせを考えます。 

【説明の例１】 
５ｋｇから箱とそうめんの重さをひくと，つ
めることのできる重さは 
５－(０.２＋２.５)＝２.３ｋｇ   

そこからのりをつめたら残りの重さが 
  ２.３－０.５＝１.８ｋｇ 
お茶をつめたら残りの重さが 
  １.８－０.６＝１.２ｋｇ 
 おかしをつめて 
  １.２－１.２＝０ｋｇ ちょうど５ｋｇです。 
【答え】  そうめん のり お茶 おかし 

【説明の例２】 
まず，箱とそうめんで重さが 
０.２＋２.５＝２.７ｋｇ 
それにのりを入れて重さが 
 ２.７＋０.５＝３.２ｋｇ 
それにお茶も入れて重さが 
３.２＋０.６＝３.８ｋｇ 

おかしを入れると 
全体の重さが ３.８＋１.２＝５ｋｇ   
【答え】  そうめん のり お茶 おかし 

【説明の例①】 ことばで説明します   

  かずおさんは，まず，０.５ℓのコップで２回入れます。これで１ℓです。 

  次に残りの０.３ℓを０.３ℓのコップで 1回入れます。だから３回でできます。 

【説明の例②】 式とことばで説明します 

  かずおさんは，０.５ℓのコップで２回入れます。 

  ０.５＋０.５＝１  （ または「１.３－（０.５＋０.５）＝０.３」 ） 

   次に０.３ℓのコップで 1回入れます。 

   １＋０.３＝１.３  （ または「０.３－０.３＝０」 ） だから３回でできます。 

【説明の例③】 数直線とことばで説明します 

              １.３ℓ 

                                    数直線から，０.５ℓのコップが２回で

す。０.３ℓのコップが１回で合わせ

て１.３ℓです。だから３回でできま

す。                    

【説明の例④】 ますの図とことばで説明します 

                         ０.５ℓのコップで２回，０.３ℓのコップで１回で合わ

せて１.３ℓです。 だから，３回でできます。 

                              

 

０.５ℓ ０.５ℓ ０.３ℓ 

０ ０.５ １ １.５ 

０.５ℓ ０.５ℓ ０.３ℓ 

５－（２.５＋０.２）＝２.３ 
または  ５－０.２＝４.８ 
      ４.８－２.５＝２.３ 
  
０.５＋１.５＝２ 

２.３－２＝０.３ 

【ポイント】 式に使った数字が何を表して

いるか，書いてみるとよいでしょう。 

例： ０.５
の り

＋１.５
お 茶

＝２ 

   のり   お茶 

 

 

  ０.２ℓのコップだと何回も水を入れないとい

けないし，１.３ℓちょうど水を入れること

ができないなあ。すぐに終わるいい考えが

ないかなあ・・・。そうだ，コップを３回使う

だけで，できそうだぞ。 

かずおさんの考え 
 

コップ小 
０.２ℓ 

コップ中 
０.３ℓ 

コップ大 
０.５ℓ 

○ 分からないときは，答えの【ポイント】を読んだり基本
きほん

問題①をしたりしましょう。 

【ポイント】   のことばや番号を使って，順序が分かるように説明すると分かりやすくな

ります。最後にまとめるときには，「だから～できます。」という書き方をすると考えが伝わ

りやすくなります。 

１回 ２回 ３回 



 

 

                                             

 

 

 

 

１ みつこさんは，遠くに住んでいる親せきへ佐賀県の特産品を送ります。送る重さは，箱を含めて５ｋｇま
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 (1)  みつこさんは，箱にそうめんとのりとお米をつめました。さらに，お茶をつめることができるか考えていま 

す。そして，みつこさんは，下のように考えました。みつこさんの考えの①②③の文に合う式と答えを， 

④の           に合うことばを書き入れましょう。          

                        

 

                               

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

  (2) みつこさんは，箱とそうめんの重さを入れてちょうど５ｋｇになるように特産品を送りたいと考えてい 

ます。どの特産品をつめるとよいでしょう。式や言葉などを使って説明しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

２  かずおさんは，なべに１.３ℓちょうどの水を入れるために，３種類
しゅるい

（ コップ小 ０.２ℓ，コップ中 ０.３ℓ，コ

ップ大  ０.５ℓ ）のコップを用意しました。そして，この３種類のコップをどのように使ったらよいか

考えました。 

                            

 

 

 

 

 

   「３回使うだけでできる」というかずおさんの考えを，言葉や式，図などを使って説明しましょう。 

  説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

式 

 

 

式 

 

 

式 

正答の条件  ・ 式と言葉，絵と言葉，など使って３回となる根拠が書かれていること。 
・ コップを何回使ったのか，結論を明確に書かれていること。 

 

数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむ問題 ＜小学校４年 「小数」＞ 

教師用手引き 

○ 分からないときは，答えの【ポイント】を読んだり基本
きほん

問題①をしたりしましょう。 

 説明 

 

 

① 

② 

③ 

【ポイント】数学的な思考力・判断力・表現力をはぐくむには，日常生活を題材にした既習の事項
を活用する学習問題に取り組むことが大切です。 

 

【ポイント】数学的な表現の中で大切なのが式に表すことです。(上の(1)の問題) また，式
が何を表しているのか言葉で説明をするよう指導することも大切です。(下の(2)の問題) 
このような学習を積み重ねることで，式の意味を理解することのできる力を育むことになり
ます。 

みつこさんの考え 

① ５ｋｇからそうめんと箱の重さをひきます。 

②  つぎにのりとお米の重さをたします。 

③ 最後に①の答えから②の答えをひくと，つめ  

 ることのできる残りの重さがわかります。 

④  だから，お茶をつめることが， 

          

   

(ことば)  できません。 

【ポイント】 「はじめに」「次に」などのことばや番号を使って，順序が分かるように説
明すると分かりやすくなります。最後に「だから～できます。」と結論を述べることも
大切です。また，言葉，図，式などを組み合わせて説明すると，考えの根拠がより伝
わりやすくなります。このように「書く力」を授業の中で育むことが大切です。 

  

 
 

１回 ２回 ３回 

５－（２.５＋０.２）＝２.３ 
または ５－０.２＝４.８ 
     ４.８－２.５＝２.３  

０.５＋１.５＝２ 

２.３－２＝０.３ 

【説明の例１】 
５ｋｇから箱とそうめんの重さをひくと，つ
めることのできる重さは 
５－(０.２＋２.５)＝２.３ｋｇ   

そこからのりをつめたら残りの重さが 
  ２.３－０.５＝１.８ｋｇ 
お茶をつめたら残りの重さが 
  １.８－０.６＝１.２ｋｇ 
 おかしをつめて 
  １.２－１.２＝０ｋｇ ちょうど５ｋｇです。 
【答え】  そうめん のり お茶 おかし 

【説明の例２】 
まず，箱とそうめんで重さが 
０.２＋２.５＝２.７ｋｇ 
それにのりを入れて重さが 
 ２.７＋０.５＝３.２ｋｇ 
それにお茶も入れて重さが 
３.２＋０.６＝３.８ｋｇ 

おかしを入れると 
全体の重さが ３.８＋１.２＝５ｋｇ   
【答え】  そうめん のり お茶 おかし 

【説明の例①】 ことばで説明します   

  かずおさんは，まず，０.５ℓのコップで２回入れます。これで１ℓです。 

  次に残りの０.３ℓを０.３ℓのコップで 1回入れます。だから３回でできます。 

【説明の例②】 式とことばで説明します 

  かずおさんは，０.５ℓのコップで２回入れます。 

  ０.５＋０.５＝１  （ または「１.３－（０.５＋０.５）＝０.３」 ） 

   次に０.３ℓのコップで 1回入れます。 

   １＋０.３＝１.３  （ または「０.３－０.３＝０」 ） だから３回でできます。 

【説明の例③】 数直線とことばで説明します 

               

                                    数直線から，０.５ℓのコップが２回で

す。０.３ℓのコップが１回で合わせて

１.３ℓです。だから３回でできます。                    

 

【説明の例④】 ますの図とことばで説明します 

                         ０.５ℓのコップで２回，０.３ℓのコップで１回で合わ

せて１.３ℓです。 だから，３回でできます。 

                              

 

０.５ℓ ０.５ℓ ０.３ℓ 

０ ０.５ １ １.５ 

０.５ℓ ０.５ℓ ０.３ℓ 

１.３ℓ 

  ０.２ℓのコップだと何回も水を入れないとい

けないし，１.３ℓちょうど水を入れること

ができないなあ。すぐに終わるいい考えがな

いかなあ・・・。そうだ，コップを３回使うだ

けで，できそうだぞ。 

かずおさんの考え 

 

コップ小 
０.２ℓ 

コップ中 
０.３ℓ 

コップ大 
０.５ℓ 


